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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，ベル･エポック期のフランスにおける｢エスプリ・ヌーヴォー｣の諸
相を，当時の新聞や雑誌の検証を通じて，実証的に明らかにすることを目標とし，研究を推進した．その結果，
当時の新聞や雑誌に関する書誌情報のデータベース構築をほぼ完成し，フランスでの調査と資料収集によって，
基礎的資料の整備を終えた．また，フランスの研究者との協力関係を強固なものにすることができた．今後は，
新興芸術である映画の変容と発展を視野に入れ，より広範な調査を行いたい．

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to clarify the aspects of "L'Esprit 
Nouveau" in France at the Belle Epoque through verification of newspapers and magazines at that 
time. As a result, we almost completed the database construction of bibliographic information on 
newspapers and magazines, finished preparing basic materials, and were able to strengthen our 
cooperative relationship with French researchers. From now on, with a view to transformation and 
development of cinema  of the time,  we would like to conduct a broader survey.

研究分野： アポリネールと20世紀前衛芸術研究

キーワード： ベル・エポック　アポリネール　芸術思潮　エスプリ・ヌーヴォー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究はベル・エポック期の文芸思潮に関

する研究を，同時代の芸術思潮にまで対象を
拡大し， 19 世紀末から 20 世紀初頭のフラ
ンスにおける｢エスプリ・ヌーヴォー｣の諸相
を実証的に解明することを目的とするもの
である． 
研究代表者の伊勢は，国内だけではなくフ

ランスの研究者とも連携し，科学研究費補助
金(基盤研究 C)「アポリネールの文学批評か
ら見たベル・エポック期におけるフランス・
モダニズムの諸相」(課題番号 21520325，研
究代表者 伊勢)および｢20 世紀初頭のフラン
ス文芸思潮におけるモダニスムの形成と展
開に関する実証的研究｣(課題番号 24520374，
研究代表者 伊勢)によって，アポリネールを
中心軸にしながら，ベル・エポック期におけ
る主として文学批評に関する基礎研究を行
い，査読論文および国内外から研究者を招聘
しシンポジウムを行うことで，その成果を公
表してきた．これら二つの研究課題を遂行す
る過程で，前衛芸術の運動原理を立体的に解
明するためには，文学だけではなく美術や映
画，舞踏など芸術全般を視野をおいた，より
広範で組織的，精密な調査が不可欠であると
いう認識を持つに至った． 
本研究では，上記の科学研究費補助金によ

る研究を継承，発展させ，諸芸術の動向がも
っとも明確に現出している雑誌や新聞の活
動実態を精査することにより，ベル・エポッ
ク期における｢エスプリ・ヌーヴォー｣の諸相
に新しい視点を獲得するための基礎研究を，
日仏の研究者チームで行うことにした． 
 
２．研究の目的 

19 世紀末から 20 世紀初頭までの期間は，
数々の「主義」が生まれ，新しい芸術が抽象
的に理論化される過程において，文学と諸芸
術は融合の度合いを深め，その垣根を超越し
たところでこれまでにない文芸・芸術思潮が
構築されていく．アポリネールのいう｢エス
プリ・ヌーヴォー｣ は，象徴主義とシュルレ
アリスムの二大運動を結ぶ時代の精神を明
確に表明したものであり，彼自身も若い無名
の芸術家や群小詩人・作家などと交流し，新
しい芸術運動の組織化を試みている．当時，
彼らの作品発表や言論の場は主に雑誌や新
聞であり，大小さまざまな雑誌や新聞が無数
に創刊されては消滅している．それは，様々
な文学者・芸術家の交流と対立，新しい文
学・芸術潮流の生成過程と展開を如実に反映
しており，その学術的検証は不可欠である．
特に，当時，前衛芸術の最前線となっていた
「小雑誌」(petit revue ) に関する研究を推
進しなければならない． 
本研究の目的は，新しい文学・芸術風土を

創出しながらも現在では忘却されているマ
イナーな雑誌や小新聞，群小作家や芸術家を
視野に入れながら，ベル･エポック期のフラ
ンスにおける｢エスプリ・ヌーヴォー｣の諸相

を実証的に明らかにすることである．当時の
文学，芸術誌や新聞の活動実態（それらが創
刊されるに至る過程や当時のアカデミズム
と前衛文学・芸術グループとの関係，活動の
展開と内容の変容など）を詳細に分析し，当
時の社会・文化事象や諸外国の新しい文学・
芸術運動の影響も考慮しながら，前衛文学，
芸術運動の生成，組織化の過程を明確にする
ことを目的としている． 
 本研究により， 19 世紀末から 20 世紀初
頭までの文学･芸術思潮や社会・文化事象に
関する従来の研究を補う新しい視点を獲得
することになると考えている． 
 
３．研究の方法 
ベル・エポック期のフランスにおける｢エ

スプリ・ヌーヴォー｣の諸相を，雑誌・新聞 
の分析から実証的に解明するという目的を
完遂するために，日仏の研究者からなるチー
ムを組織し，資料の収集を容易にし，最新の
研究動向を把握しながら研究を進めた． 3 年
間の研究期間を 1 年ごとに短期的計画を立
て，それぞれの期間で，以下のような研究方
法をとることにした． 
(1) 研究環境の整備：フランスのベル･エポ
ック期における新聞，雑誌の資料調査を行い，
書誌情報のデータベースを作成する． 
(2) フランスのベル・エポック期における文
壇の状況調査:当時の雑誌や新聞，書籍など
のうち関係するものを購入，複写，マイクロ
フィルムなどの形で入手する．  
(3) 先行研究調査：先行研究の徹底的な比較
検討とデータの整備を行う． 
(4) フランス本国の研究者との連携：フラン
ス人研究者研究の進捗状況を報告するとと
もに，研究の方向性について意見交換を行う．
また，国際学会での研究発表を行い，研究論
文を執筆する． 
 このような活動を通して，ベル・エポック
期の新聞，雑誌に関する基礎的調査を終える
ことを到達目標とする. 
 
４．研究成果 
上述したように，本研究はベル・エポック

期における｢エスプリ・ヌーヴォー｣の諸相に
新しい視点を獲得するために，当時の新聞，
雑誌に焦点をあて，(1)発表媒体としての雑
誌，新聞の種類や性質，執筆者の情報などを
含む書誌情報のデータベースを作成し，研究
の基礎的基盤を構築すること，(2)研究資料
を収集すること，(3)フランスとの共同研究
体制を確立すること，(4)研究成果を国際学
会での発表や論文で公表すること，にある．    
平成 27,28 年度は基礎的研究の段階とし 

て位置づけ,先行研究の徹底的な比較検討と
データの整備を行った．また，雑誌･新聞に
関する資料調査，データ処理を行った．フラ
ンス国立図書館で必要な資料調査を集中的
に行うとともに，パリ第 3大学名誉教授ダニ
エル・デルブレイユ氏，パリ第 10 大学教授



ロランス・カンパ氏やパリ第 12 大学准教授
キャロル・オルエ氏らと研究の方向性につい
ての議論し，国際学会での発表および論文執
筆について意見交換を行った． 
 平成 29 年度は，収集した資料の分析と考察
を行い，校注の作成および論文執筆に取りか
かった．さらに，スリジ・ラ・サルでの国際
コロックの場において，著名な海外研究者と
本研究課題について直接議論を行い，フラン
スでの支援体制を確立するとともに，彼らの
協力によって，フランスの研究機関，図書館
や個人コレクションなども利用することが
できる環境を構築することができた． 
 本研究を通じて，基礎的資料を作成し，当
時のアカデミズムと前衛文学・美術グループ
との関係，活動の展開と内容の変容などを解
明してきたが，その過程で，新興芸術である
映画の変容と発展も「様々な文学者・芸術家
の交流と対立」，「新しい文学・芸術潮流の生
成過程と展開」を如実に反映しており，両者
の影響関係に関する学術的検証が不可欠で
あるという認識を得た．今後は，平成 30 年
度科学研究費補助金｢ベル・エポック期にお
ける文学・美術思潮からみた映画の位相と影
響に関する実証的研究｣（基盤研究 C,課題番
号：18K00493，研究代表者：伊勢晃）に研
究を引き継ぎ，ベル・エポック期に構築され
た映画産業と文学・芸術との関係のあり方が，
映画の美学，美学的探求の根本に関わってい
るのではないかという点について，海外の第
一線の研究者と緊密な連携体制をとりなが
ら検討するとともに，日本の芸術文化全般へ
の影響も含めたフランス前衛芸術の新たな
局面を明確にしたいと考えている． 
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